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５月末現在人口（前月比 ）

男 ２，１６７ （－ ３６）

女 ２，１６６ （－ ４７）

計 ４，３３３ （－ ８３）

世帯数 １，１４８ （－ ２）

待
望
の水
道
施
設
完
成

村
民
の
水
の
供
給
に
と
っ
て
か
か
せ
な
い
簡
易
水

道
施
設
の
改
良
工
事
が
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
水
道
施
設
は
、
昭
和
三
八
年
に
整
備
し
ま
し

た
が
、
水
の
需
要
が
年
々
増
え
続
け
、
昭
和
四
八
年

に
は
矢
越
、
磯
谷
地
区
を
統
合
し
て
一
部
改
良
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
数
年
の
う
ち
に
需
要
に

応
じ
き
れ
な
く
、
渇
水
期
に
は
、
断
水
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
多
く
の
苦
情
が
出
て
、
昭
和
五
五
年
度

か
ら
二
年
継
続
で
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
村
の
単
独
事
業
で
、
国
、
県
の
補

助
金
な
し
で
し
か
も
、
事
業
費
が
五
億
円
と
い
う
こ

と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
起
債
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

こ
の
起
債
は
、
み
な
さ
ん
が
毎
月
積
立
て
し
て
い

る
国
民
年
金
な
ど
の
保
険
料
の
還
元
融
資
に
よ
る
も

の
で
、
公
共
施
設
の
整
備
に
役
立
っ
て
い
る
も
の
で

す
。事
業
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
業
費
総
額

五
億
円

内
年
金
積
立
金
還
元
融
資

四
億
六
千
三
百
七
十
万
円

村
の
一
般
財
源

三
千
六
百
三
十
万
円



去

る
、
五
月
十
七
日

に
開
催
さ
れ
た

町
内
対
抗
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル

大
会

は
、
お

り
か
ら
の
強
風

に
凡

プ
レ
ー
が
続
出

す

る
中
、
大

新
緑
チ

ー
ム
が
、
男
女
（

女

子
は
混
合

）
共
優

勝
し
幕
を

閉
じ
ま
し

た
。

男
子
優

勝

大

新
緑
チ
ー
ム

準
優

勝

新
浦
チ

ー
ム

三

位

川
原
町

チ
ー
ム

三

位

日

の
出
チ
ー
ム

女
子
（
混
合

）

優

勝

大
新
緑
チ
ー
ム

準
優

勝

仲

浜
チ

ー
ム

三

位

川

原
町

チ
ー
ム

三

位

囗
の
出

チ
ー
ム

第
三
十
回

青
森
県
青
年
大
会
に
向
け
て

青
森
県

連
合

青
年
団

が
年

間
行
事
の

一
環

と
し
て
、
県
内

各
地

で
開
催

し
て

い
る
青
森
県
青
年
大
会

が
、
来
る
九

月

五
日
～

六
日
む

つ
市
を
主
会

場
と
し

て

開
催

さ
れ
ま
す

。

こ
の
大
会
は

、
第
三
十
回

と
い
う

記

念
す

べ
き
大
会

と
な

り
、
む
つ
・
下
北

の
青
年
は
、
県
内
各
地
の

青
年

に
謗
れ

る
よ
う
な
大
会

に
す

る
た
め

”
若
人

よ

築
け
我
ら

の
郷
里
を
〃

と
い
う
大
会

ス

ロ

ー
ガ
ン
を
掲

げ
日

夜
活
動
し
て
お
り

ま
す

。

こ
の
大
会
は
、
体
育
、
文
化
、
芸
能

を
通
じ
て
相
互
の
親
睦
と
理
解
を
深
め

る
た
め
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
青
年
団
体
等
の
活
動
に
対

し
、
村
民
各
位
の
御
理
解
と
御
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

るわお査調籍地 昭
和
四
十
五
年
度
に
は
じ
ま
っ
た
わ

が
村
の
地
籍
調
査
は
、
昭
和
五
十
五
年

度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し

た
。原
田
か
ら
野
平
ま
で
の

佐
井
村
全
域
に
わ
た
る
長

い
年
月
を
要
す
る
調
査
で

し
た
が
、
関
係
す
る
み
な

さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

地
籍
調
査
の
成
果
は
、

今
後
佐
井
村
の
振
興
発
展

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
別
表
の

と
お
り
報
告
い
た
し
ま
実

今
後
、
地
籍
調
査
に
関

す
る
事
務
が
生
じ
た
と
き

は
、
企
画
室
で
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地籍調査実施前後の筆数面積変動表

調 査 前

調 査 後

成果のあら

われたもの

成 果の あ ら わ れ ない も の
合 計

現地確認不能 筆界未定 不 存 在 計

筆数 面 積

ｈａ
筆数 面 積

ｈａ
筆数 面 積

ｈａ
筆数 面 積

ｈａ
筆数 面 積

ｈａ
筆数 面 積

ｈａ
筆数 面 積

１１ａ

８，７５７１，４３７．２１ ８，０５９１，４３８．８６ １，０２５ ２９．９０ ３７８ １３１．７３ ２７ １．９１ １，４３０ １６３．５４ ９，４８９１，６０２．４０

納

税

を

。

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

か

軽
自
動
車
税
（
全
期
）
、
固
定
資
産

税
（
一
期
）
の
納
期
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。
早
め
に
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
今
月
は
村
県
民
税
（
一
期
）
の
納
期

で
す
。
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
そ

れ
ぞ
れ
の
納
期
に
あ
わ
せ
て
掛
金
を
し

て
く
だ
さ
い
。

疱
Å
ス
ポ
ー
ツ
犬
会

？
奠
舘
犬
会
膽
る

第
五
回

青
森
県
老
人
ス

ポ
ー
ツ
大
会

下
北

郡
大
会

が
、
来

る
七
月
七
日
佐
井

中

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ

ま
す

。

こ
の
大
会

は
、
町
村
持
ち
回

り
で

、

七
年

に
一
度
の
当
番
制
で
今
年

は
、
当

村

が
開
催

地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
選
手
、

役
員
は
、
下
北
郡

七
ヶ

町
村
と
県
立
釜

臥
荘

か
ら
約

。
名
が
集
ま
り
、
熱

戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
当
村
老
人
ク
ラ

ブ
の
選
手
は
、
総
合
優
勝
を
目
指
し
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

日
時

七
月
七
日

午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
四

十
分
ま
で

場
所

佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

皆
様
の
御
声
援
を
お
願
い
し
ま
卞
。



農

家

の

皆

さ

ん

へ

五

月
上

旬

ま

で

の
天

候

は

、

概

ね
平

年

並

み

に

推

移

し

て

き

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

が

、
五

月
中

旬
以

降
二

回

に

わ

た

る
低

温

が
発

生

す

る

な

ど

、

不

順

天

候

が

続

い

て
お
り

、と

り
わ
け

水

稲

の

生

育

へ

の
影

響

が

懸

念

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

こ

の
よ

う

な

状
況

に

対

処

す

る

た

め

農

家

の
皆

さ

ん

に

は

昨

年

の

冷

害

を

教

訓

に

、
当

面

の

技

術

対

策

と

し

て

次

の

こ
と

が

ら

が
あ

げ

ら

れ

る

と

思

い
ま

す

の
で

、
農

業

経

営

に

役

立

て

て
下

さ

い
。

当

面

の
技

術
対

策

一

水

稲

日

水

管

理

の
徹

底

水

温

の
上

昇

を

ば

か

り

、

生

育

を

促

進

さ
せ

る

。

飛

低

温

の
日

は

、
深

水

に

管

理

し

水

温

の
上

昇

を

は

か

る

。

口
夜

間

か
ん

が

い

を
行

い

、

昼

間

は

止

水

と
す

る

。

（

。
か
け
流
し
は

や
め
て
憚
温

に
努

め

る

。

こ
冷

水

の

か

か

る

水
田

で

は

、

ポ

リ

チ

ュ

ー

ブ

に
よ

る

か

ん

が

い
水

の

迂

回

や
分

散

か

ん

が

い
を

行

う

。

今

不
ズ

ミ
穴

や
畦

畔

か

ら

水

漏

れ

を

防

ぐ

。

口

除

草

剤

の

適
正

使

用

４
．弱

っ

て

い

る

苗

に
中

期

除

草

剤

を

散

布
す
る
と
薬

害
を
起
こ
し
、
生

育
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
、
平
均
気

温
十
六

度
稲
（
苗
）
が
五

葉
に
な

っ
て
か
ら
散

布
す
る
。

口
散
布
時
期
、
量

を
守

り
、
散
布

ム

ラ
の
な
い
よ
う

に
す
る
。

（

散
布
し
た

ら
四
～

五

日
間
は
止
水

と
し

、
水
温

の
上

昇
を
は
か
っ
て

効
果
を

高
め
る
。

二
極
端

な
漏

水
田

、
砂
質
田
で
は
使

用
し

な
い
。

目
低

温
性

害
虫

の
防

除

ふ
イ
ネ
ミ
ギ
ワ
バ
エ
（
イ
ネ

ビ
メ
（

モ
グ
リ

バ
エ
ー

活
着

が
遅
れ
代
枯
れ
の
み
ら
れ

る

水
田
で
は
、
集
中
的
に
産
卵
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
の
で
十
分
注
意
す

ｑ

イ
ネ

ク
ビ

ボ
ソ
（

ム
シ
（
イ
ネ

ド

ロ
オ
イ
ム
シ

）

例
年
よ
り
成
虫
の
発
生
が
遅
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
発
生

に
十
分

注
意
し
、
適
切
な
防
除
に
努
め

る
。

一

畑
作
・
や
さ

い

ド
小
麦
泓
う

ど
ん
こ
病
、
赤

さ
び
は
発
生
初

期
に
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ

水
和
剤
子
五

百
倍
液
か
、
同
粉
剤
を
十

ア
ー
ル

当
り
・

‘リ

ッ
ト
ル

ま
た

は
、
四

キ
ロ

グ
ラ

ム
を
散
布
す

る
。

罔

大
豆

４
．
株
数
を
確

保
す

る
た

め
、
鳥
害

、

腐
敗

に
よ

る
欠

株
に
つ
い
て
は
補

植
を
行
う

。

口
生
育

の
促
進
を
図

る
た
め

、
本
葉

一
～

二
枚

時
に
中
耕

、
土
寄

せ
を

行
う

。

（

。播
種

時
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を

し
て

い
な

い
は
場
で

は
、
ダ
イ

シ

ス
ト

ン
粒

剤
か
、
エ
カ
チ

ン
Ｔ
Ｄ

粒
剤
を
四

キ
ロ
グ
ラ

ム
、
一
回
目

の
土
寄
せ
を
行
う

と
き
に
株
元

に

施
す

。

目

ば
れ

い
し

よ

泓

つ
ぼ
み

の
時
期

に
、
チ
ッ
ソ
肥
料

を
成
分
で

∵

五
～
ニ

キ
ロ

グ
ラ

ム
追
肥
す

る
。

只
降
雨

の
あ
と
、
え

き
病
が
発
生
す

る
の
で
、
４
－

４
式

ボ
ル
ト

上

准

か
ダ
イ

フ
ァ

ー
、
ダ
イ
セ
ン
等
の

水
和
剤
を
散

布
す
る
。

固

夏
秋
ト

マ
ト

ふ
え

き
病
、
灰
色

か
び
病
、
輪
紋
病

の
発
生

に
注
意
し

、
六
月
下

旬
か

ら

ダ
イ

フ
ァ

ー
、

ダ
イ
セ
ン
水
和

剤
等
を
散

布
し

、
予
防
に
努
め

る
。

江
敷
わ

ら
に
よ

る
乾
燥
防
止

㈲
夏
秋
き

ゅ
う

り

ふ

べ
と
病
、
炭
そ
病
、
斑

点
細
菌
病

等
の
発
生

に
注
意
し

、
特

に
斑

点

細
菌

病
に
つ
い
て
は

キ
ノ

ン
ド
ー

水
和
剤
、
Ｚ

ボ
ル
ド
ー
等
の
散
布

に
よ

り
防

除
を

徹
底
す

る
。

口
敷

わ
ら
に
よ
る
乾
燥
防
止
。

㈲

な
が
い
も

４
．支

柱
立

て
を
し
て

い
な

い
は
場
で

は
、
草
目
に
実
施
す
る
。

９
．
除
草
剤
の
散
布
は
、
多
過

ぎ
な

い

よ

う
に
す
る
。

（
。
ヤ
マ
イ

モ
コ
ガ
等
の
初
期
病
害
虍

の
防
除
に
努
め
る
。

㈲

す
い
か
・
メ
ロ
ン

泓
ト
ン
ネ
ル
内
の
換
気
に
注
意
し
、

適
期
に
ト
ン
ネ
ル
を
除
去
す
る
。

㈲
そ

の
他

・
飼
料
作
物

不
順
天

候
が
続
い
て
乾
燥
調
製
が

難
し

い
場
合

は
、
サ
イ

レ
上

ン
に

本田における薬剤散布

防 除 時 期 薬 剤 名

イ

ネ

ヒ

メ

ノ丶

モ

グ

リ

ノく

工

本田発生初期

ア． くき・葉 散布

スミチ オン乳剤 １，０００～２，０００倍液 粉剤

他 言 言 乳剤 １，５００～２，０００倍液 粉剤

イ． 水面施 用法

浅水 にしてジメトェ ート粉剤、 ダイアジ ノ

ン粒剤を１０ａ 当り ３ｋ９散布 し、 ４～ ５日間

止水する。

イ

ネ

ド

ロ
ォ

イ

ム

ン

幼虫う化初期

幼 虫 最 盛 期

ア． くき・葉散布

デナポン粉剤 ２％

ＰＭＰ 粉剤 ３％

アッパ粉剤 ３％

バッサ微粒剤Ｆ

パプ ナッ ク粉剤

イ． 水面施 用法

浅水にして、 サンサ イド粉剤 、バッサジノ

ン粒剤１０ａ当 り３ｋ９散布し、４～ ５日間止

水する。



所

感

中
央
公
民
館

大
石

健
次
郎

一

、
い
ず
れ
の
演
目
も
、
個

々
の
優
劣

を

つ
け
が
た

い
ほ
ど
、
見
事
で
あ
り
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
度
化
に
感
心
し
た

。

气

上

演
者
は
、
自
分
の
演
目
特
徴
を

実

に
適
確
に
表
現
し
、
そ
の
演
技
は

素
人
の
域
を
こ
え
て

い
る
も
の
も
あ

三

、
衣

裳
は
、
そ
の
演
目
と
よ
く

マ
ッ

チ

し
て

い
て
、
演
技
を
引

き
た

て
、

洗
練
さ
せ
て

い
る
。

四

、
準
備
、
進
行
、
上
演
の
ひ
と

つ
の

目

的
に
向
う
呼
吸
が
、
よ
く
合

っ
て

青
年

特
有
の
清
純
・
明
朗

・
熱
情

が

舞
台
に
満
ち
て

い
た

。

五

、
福
浦
青
年
団
の
「
よ

さ
れ
」

に
、

田
中
正

七

氏
ぽ
か
先

輩
が
、
（

ヤ
シ

方
に
参
加
し
た
の
は
、
後

進
育

成
の

範
と
す

べ
き
で

あ
る
。

六
、
上
演
者
の
う
ち

に
、
腕

時
計

・
ス

リ
ッ
パ
使
用
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は

舞
踊
、
伝
統
芸
能
の
場
合
と
く

に
禁

じ

ら
れ

る
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
は
反

省
し
て

い
た
だ
き
た

い
。

七
、
一
般
観
客
席
は
、
終
始
暗
く
、

プ

ロ

グ
ラ
ム
も
読
め
な
か

っ
た

。
長
時

間
に
な

る
と
、
観
客
は
、
心
理
的

に

重
圧
感
を
お

ば
え
、
疲
労
が
深
く

な

る

。
あ

る
程
度
、
ま
た
は
時
折
、

明

る
く
す

べ
き
で
あ

る
。

八
、
ス
ピ

ー
カ

ー
音
量

に
、
時

々
不
良

が
あ
っ
た
こ
と
は
盾
し

い
。

九
、
牛
滝
の
「
平
舞
」
は
、
「
篦

舞
」

で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

飯
米
を
盛

る

「

ビ
ラ
」
の
意
味

。
上
演
者
二
名

の

両
手
の
「
ヒ
ラ
」

を
み
れ

ば
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
大
黒
舞
の
変
形
分
化
で

、

磯
谷
の
シ

ヤ
ク
シ
舞
と
同
類

。
大
黒

舞
－

こ
だ

い
ず
坊
主

の
中
間

的
道

化
舞
で
あ

る
。
古

い
時
代

の
老
人

の

呼
び
名
、
ま
た
樹
の
名
を

数
え
詞

に

と
り
入
れ
、
土
着
性
の
味

が
あ
り
、

詞
な

ど
は
そ
の
ま

ま
変
え

る
こ

と
な

く
後
代

に
伝
え
、

ま
た

青
年

た
ち

は

引

き
つ
ぐ

ぺ
き
で

あ
ろ

う
。
上

演
者

が
、
片
足
に
、
当
今
の
ゴ
ム
長
靴
を

は
い
て
い
た
が
、
古
い
芸
能
に
合
わ

ず
、
チ
グ（

グ
な
感
じ
が
し
て
惜
し

か
っ
た
。

十
、
こ
の
度
は
、
伝
統
芸
能
が
八
演
目

も
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
も
の
の
伝
承

に
熱
意
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
嬉

し
か
っ
た
。

弌

一
般
観
客
の
評
判
は
、
す
こ
ぶ
る

よ
か
っ
た
。
成
功
し
た
芸
能
大
会
で

あ
っ
た
と
思
う
。

○
牛
滝
診
療
所
改
築

○
佐
井
診
療
所
医
療
機
械
器
具

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
テ
レ
ビ
装
置
一
式

・
巡
回
診
療
車

レントゲン 饐 燔 霍 牛滝診療所

交
通
安
全
母
の
会

去

る
、
四
月
三

十
日
、
矢
越
地
区
の

「
モ
リ
コ
」
に
一
本
の
カ

ー
ブ
ミ
ラ

ー

が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、

ド
ラ
犬

バ
ー
の
み
な

さ
ん

か
ら
危
険
な
場
所
と
し
て
数
多
く

の
声

が
あ

り
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会

長
の
御
理
解
と
、
矢
越
地
区

総
代
、
公

民
館

長
、
母
の
会
々
員
の
御
主
人
、
佐

井

駐
在
所

部
長
の
御
協
力

に
よ
り
、
雨

の
中
一
日

が
か
り
で
出
未
だ
も
の
で
す

。

村
内
の

ド
ラ
イ
バ

ー
の
み
な

さ
ん
の

安
全
運
転
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
道

路

で
は
子

供
た
ち
を

ぜ
っ
た

い
遊

ば
せ
な

い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
五
月
二

十
一
日

か
ら
各
地
区

に
お

い
て
、
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し

て
い
ま
す

。
「
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ

の

日
三
五
〇
〇
日
」
達
成
と
村
民
み
な
さ

ん
の
幸
せ
の
た
め
、
交
通
事
故
撲
滅
に

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。



原
田
小

学
校
と
か
ん
が

い
排
水
施
設

の
川
目
排

水
路
と
原
田

用
水
路
が
五
十

五
年

度
事
業

と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ

の
事
業

費
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

国

・
県
の
補
助

金
の
ほ
か
、
み
な
さ
ん

が
佐
井

郵
便
局

に
掛
金
を
し
て

い
る
簡

易
保

険
の

な
か
か
ら
借
り
入
れ
し
た
も

の
で

す
。
地
元
佐
井

郵
便
局
で
は
、
み

な

さ
ん

が
掛
金
を
し

て

い
る
一
部
が
公

共
施
設
の

整
備

の
た
め
役
立
っ
て

い
る

も
の
で
す

か
ら
、
こ
の
簡
易
保
険
へ
の

加
入
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

○
原
田
小

学
校
々
舎

鉄
骨

（
一

部
鉄
筋

）
造

七
七
〇
㎡

事
業

費

一

億
百

七
十
四
万

九
千
円

内
国

庫
補
助
金

五
千
八

十
六
万
三

千
円

簡
易

保
険
等
か
ら
の
借
入

二
千
八
百
三

十
万

円

村

費

二
千
二

百
五

十
八

万
六
千
円

○

か
ん

が
い
排

水
施
設

用
水

路

六
百
五
ｍ

排
水
路

九
十
四

ｍ

事
業

費

千

六
十
七
万
四

千
円

内
国
庫
補
助
金

七
百
三

万

六
千
円

簡
易
保
険
か
ら
の
借
入

二
百
七
十
万
円

村
費

九
十
三
万
八
千
円原 田 小 学 校

事
業
所
統
計
調
査
７月１日

七
月
一
日
全
国
い
っ
せ
い
に

万
事
業

所
統
計
調
査
〃

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
初
め
て

行
な
わ
れ
、
今
回
で
十
三
回
目
に
な
り

ま
す
。
調
査
の
目
的
は
、
産
業
構
造
や
、
事

業
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
を

始
め
、
県
・
市
町
村
の
経
済
計
画
や
、

地
域
開
発
計
画
な
ど
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
で
す
。
調
査
は
、
す
べ
て
の
事

業
所
を
対
象
と
す
る
最
も
基
本
的
な
統

計
調
査
の
一
つ
で
す
。
事
業
所
と
い
う

の
は
、
人
が
賃
金
や
報
酬
を
得
て
働

い

て
い
る
場
所
の
こ
と
で
、
会
社
や
工

場
、

店
舗
、
官
公

庁
、
病
院
、
学
校
の
ほ
か
、

神
社
や
寺
院
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

六
月
下

旬
以
降
、
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
事
業
所
に
伺

い
ま
す
か
ら
御
協
力
を

お
幀

い
し
ま
す
。

献
血
の
輪
を

広
げ
よ
う

言
ド
酷
言
且
且

は
で
き
ま
せ
ん
。

病
院
で
輸
血
を
待
っ
て
い
る
患
者
さ

ん
に
い
っ
と
き
も
早
く
血
液
を
届
け
る

に
は
、
す
べ
て
献
血
に
頼
る
し
か
な
い

の
で
す
。

佐
井
村
に
お
い
て
も
最
近
特
に
、
血

液
の
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た

献
血
さ
れ
る
方
は
、
一
定
の
人
た
ち
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

万
一
に
備
え
、
健
康
な
時
に
献
血
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
御
家

族
に
一
冊
は
、
赤
い
献
血
手
帳
を
持
た

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

採
血
車
巡
回
日
程

採
血
場
所
と
時
間

七
旦

日

郵
便
局
前

午
後
一
時
～

午
後
二
時
五
十
分

営
林
署
前

午
後
三
時
～

午
後
五
時

七
月
二
日

役
場
前

午
前
九
時
～

午

前
十
時
三

十
分

農
業
研

修
セ
ン

タ
上

剛

午
前
十
時
四
十
分
～

十
二
時

※
採
血
の
で
き
な

い
人

・
過
去
一
ヵ
月
の
間

に
血
液
を
採
取

さ
れ
た
人

・
満
十
六
才
未
満

の
人

お
よ
び
満
六

十
五
才
以
上
の
人

・
体
重

が
四
十
五

キ
ロ
以
下
の
男
子
、

お
よ
び
四
十

キ
ロ
以
下
の
女
子

・
そ
の
他
健

康
が
不
良

の
人

お

ね

が

い

○
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

は
区
別
し
て
出
そ
う

○
ご
み
は
水
切
り
し
て
出
そ
う

○
ご
み
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
か

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
出
そ
う

守
ら
れ
な
い
場
合
、
回
収
し
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
充
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

火 事 、 緊 急 の 場 合 は

１１９番 ヘ

サイレンの試験は毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 Ｓ２２６６



Ｏ

国
民
年
金
の
保
険
料

は
忘

れ
ず

に

昭
和
五

十
六
年
四
月

、
五
月

、
六
月

分
の
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
も
う
納

め
ま
し
た
か
。
ま
だ
納

め
て
い
な

い
方

は
、
早
め
に
納
め
ま
し

ょ
う

。

保
険
料
を
納
め
忘
れ

ま
す

と
、
万
一

事
故
が
あ
っ
た
と

き
、
障
害
年
金

や
母

子
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

い
ば
か
り

か
、
将
来
、
老
齢
年
金

さ
え
受
け

ら
れ

な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

も
し
、
過
去
の
保
険
料

に
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
き
は
匸

一
年
前
ま
で
の
分
で

あ
れ
ば
、
あ
な
た
の
住
所
地
を
管

轄
す

る
社
会

保
険
事
務
所

に
納

め
る
二

と
が

で
き
ま
す
。

国

民
年

金
の
保
険
料

に
納

め
忘
れ

が

な
い
か
、
も
う
一
度
調

べ
て
み
ま
し

よ

う
。
く
わ
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
係

か
社
会

保
険
事
務
所
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

出かせぎされる方・留守家族のみなさんへ

★どんな制度

出かせぎされる方が安心して就労で きるよう就労先

で事故にあったとき、または留守宅が火災にあった

ときに見舞金を給付する制度です。

★加入できるひと

１ヵ月以上１年未満居住地を離れて就労し、就労後

は居住地に帰る大ならどなたでも加入できます。

★加入の手続き

本人のほか家族、グループリーダー、出稼者団体役

員などどなたでも手続きがで きます。

受付けは村役場で行なっております。

僉掛 金

昭和５６年４月１日からの掛金は、村が負担していま

す。

★見 舞 金

種 類 給 付 額 事故・災害の程度

死亡見舞金 ５００，０００円
出稼中のけがや病気で死亡した

とき

傷病見舞金

８０，０００円
出稼中のけがや病気で休業療養

期間が６ヵ月以上のとき

６０，０００円
出稼中のけがや病気で休業療養

期間が３ヵ月以上６ヵ月未満のとき

５０，０００円
出稼中のけがや病気で休業療養

期間が１ヵ月以上３ヵ月未満のとき

疾病見舞金 ２００，０００円
出稼中の負傷又は、疾病による

廃疾で労働不能となったとき

火災見舞金

８０，０００円 留守宅が半焼以上のとき

３０，０００円
出稼先の宿舎が火災で加入者に

著しい損害があったとき

◆就労する時、役場 に就労先を届けて行っている方は

届出と同時に加入されます。現在未届けで、出かせ

ぎしている方、未加入の方は就労先の住所、会社名

を届けて下さい。

◆詳しくは村役場・民生相談課にお問い合わせ下さい。



所得が低い世帯の生活基盤を固めるために利用されている世帯更生資金の限度額が次

のとおり改正されました

昭和５６年度 世 帯更生 資金 貸 付限 度額等 一覧 表

資 金 の 種 類 一 般 貸付 の限 度 額 等
特 別 の 貸 付 隕 度 額 等 据 置

期 間

ｆ賞 弖塁
瓢
３
易

特 別 の 貸付 限 度額 特 に 必 要 と 認 め ら れ る 場 合

更 生 資 金

生 業 費 ８００，０００円 １，６００，０００円 １ 年 ７ 年

支 度 費 ６５，０００円
６ ヶ 月 ６ 年

技能 習 得費 月 １２，０００円 １１０，０００円 車 の 免 許 を取 得 す る必要 経 費

身 体 障害 者

更 生 資 金

生 業 費 ８００，０００円 ２，０００，０００円 １ 年 ９ 年

支 度 費 ６５，０００円 ６ヶ 月
８ 年

技能 習 得費 月 １２，０００円 １１０，０００円 車 の 免 許 を取 得 す る 必要 経 費 １ 年

生 活 資 金 月 ４４，０００円 月 ６７，０００円 技 習 療 養 の重 複 貸付 及び ス モ ン貸 付 ６ヶ 月 ５ 年

福 祉 資 金

出 産費６５，０００円

１４０，０００円 葬 祭費９７，０００円

転 宅 費６０，０００円

６ ヶ 月 ３ 年

住 宅 資 金 ８５０，０００円 １，２００，０００円 災害 の場 合 ６ ヶ 月 ６ 年

修 学 資 金

修 学 費

高

校

国

公

立

１年

２年

３年

月 ７，０００円

７、０００円

６、０００円

高

校

国

公

立

１ 年

２ 年

３年

月 ８，０００円

８，０００円

７，０００円

１ ．人物 につ い て

学 習 活 動 その 他生 活の 全般 を 通じ て 、

学 徒 に ふ さ わし く修 学 に 十分 堪 え得 る健

康 を 有 し てい る 者で あ る こと 。

２ ．学業 等 につ い て

学 業 成績 が 在 学年 の 平均 以 上 で あり 、

当 該過 程 を正 規 の修 学 年 限で 修 業 で きる

と 認 め ら れた 者 で 、次 の いず れか に該 当

する 者で ある こ と。

（ア） 通 学費 が 一般 の場 合 より も 要 す る場

合

（イ） 学 科 ・教 科 に より修 学費 が一般 のＪ易

合 よ り も要 す る場 合

（ウ） 下 宿 縢に よ り住 居 費 が一 般 の場 合 よ

り も要 する場 合

罔 そ の他 修 学 の経 費 が一 般 の場 合よ り

も 要 す ると 認 め ら れる場 合
６ ヶ 月 ２０ 年
レ

蔓 期
ド

匸

私

立

１年

２年

３年

１８，０００円

１８，０００円

１８，０００円

私

立

１年

２年

３年

２０、０００円

２０，０００円

２０，０００円

｜
Ｉ
［ミ司

高 ｉ公

等 丿立

専 ＿

門

学 私

校

立

１年

２年

３年

４年

５年

９，０００円

９，０００円

７，５００円

１５，０００円

１１，０００円

高

等

専

門

学

校

国

公

立

１ 年

２年

３年

４ 年

５年

１０，０００円

１０，０００円

８，５００円

１７，０００円

１３，０００円

１年

２年

３年

４年

５年

１９、０００円

１９，０００円

１９，０００円

１６，０００円

１３，０００円

私

立

１ 年

２ 年

３年

４ 年

５年

２１，０００円

２１，０００円

２１，０００円

１８，０００円

１５，０００円

短

大

ツ １年２年
１８，０００円

１８，０００円 短

大

豐
１ 年

２年

２０，０００円

２０，０００円

私

立

１年

２年

２６，０００円

２６，０００円

私

立

１年

２年

２８，０００円

２８，０００円

大

学

国

公

立

１年

２年

３年

４年

１８，０００円

１８，０００円

１５，０００円

１５，０００円

大

学

国

公

立

１ 年

２ 年

３年

４年

２０，０００円

２０，０００円

１７，０００円

１７，０００円

私

立

１年

２年

３年

４年

２７、０００円

２７，０００円

２７，０００円

１７，０００円

私

立

１年

２年

３年

４年

２９，０００円

２９，０００円

２９，０００円

１９，０００円

就 学 支 度費

高 校

高 専

専 修

高等 部

自宅

通 学
３１，０００円

災 害援 護資 金 と住 宅 資 金 との 重 複 貸付

レ
ｊ
ア．家 財 の み の破 損 の場 合 ６００，０００円

ィミ ｔ の 半壊・半々 の場合 漂 Ｕ ｍ

大 住宅 の全壊 ふ 尭の場 合 心 政 澀 閇

エ ．ゥ の 合で あ っ て、 特 別 の事 情 が

あ る場 合 １，８００，０００円

（ ）は 特 別 の事 情 の ある 場 合

自宅外

通 学
４２，０００円

短 大

大 学

専 修

専 門 部

自宅

通 学
４２、０００円

自宅外

通 学
６５，０００円

療 養 資 金 １５０，０００円 ２００，０００円 ６ヶ 月 ５ 年

災 害 援 謾 資 金 ６００，０００円 一一 １ 年 ７ 年

注：貸付限度額、据置期間及び償還期限はすべて以内とする。



歳

時

記

一

七

夕

七
夕

は
、
以

前
は
旧
暦
の
七
月
七
日

（
現

在
の
八

月
初
旬

）
に
行
わ
れ

て
い

ま
し

た
が
、
今
は
も
ち
ろ
ん
新
暦

。
た

だ
し

、
中

に
は

１
ヵ
月
遅
れ
の
八
月
七

日

に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
代
表

的
な

の
が
宮

城
県
仙
台
市
の
七
夕
祭
で

す
。
最
近
で
は
、
夏

休
み
の
家
族
旅
行

で
見

物
に
出
か
け
る
人
も
多

い
と

か
。

七
夕

の
夜
は
、
天

の
川
を
隔
て
た
織

女
（
琴

座
の
一
等
星
）
と
牽
牛
（
鷲
座

の
一

等
星

、
産
星
と
も

い
う

）
が
、
年

に
一

度
の
デ
ー
ト
を

楽
し
む
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
万

葉
集
に
も
歌
わ
れ
て

い

ま
す

。

七
夕

の
行
事
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
は
江
戸

時
代
か
ら
で
、
イ

モ
の
葉
に
た
ま
っ
た
露
で
墨
を

ず
っ
で

短
冊

匚
耿

や
願

い
ご
と
を
書
き
、
書
道

や
裁

縫
の
上

達
を
祈
っ
た
り
し
た
よ
う

で
す

。

現

在
で
は
、
短
冊

の
ほ
か
ビ
ニ

ー
ル

製

の
飾
り
も
の
な
ど
も
人
気
が
あ
り
、

こ
う
し

た
傾

向
が
七
夕

を
盛
ん
に
し
た

一

つ
の
理
由

で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

先

ご
ろ

ア
メ
リ
カ
が
打

ち
上

げ
た
ス

ペ
ー
ス

ー
シ
ャ
ト
ル

（
宇

宙
連
絡
船

）

の
シ
ャ
ト
ル

と
い
う
言
葉
は
、
機
を
織

る
と
き
、
タ
テ
糸
の
間
を
往
復
す
る
舟

型
の

道
具
「
杼

（
ひ

匸

を
意
味
す
る

そ
う
で
す

が
、
宇
宙

と
地
球
の
間
を
行

っ
た
り
来
た
り
す

る
杼
－

そ
れ

が
宇

宙
連
絡
船
と

い
う
こ

と
な

の
で
し
ょ
う
。

と
も
あ
れ
、
人
間

が
宇
宙
を

往
復
す

る
時
代
に
な
っ
て
も

、
七
夕

の
よ
う
な

ロ

マ
ン
チ
ッ

ク
な
祭

り
の
風

習
は
失
い

た
く
な

い
も
の
で
す
ね

。

ロ

ア

ノ
チ
ッ

ク

ー

と

い
え

ば
、
な

ん
と

い
っ
て
も
秋
。
歳
時
記

に
よ
れ
ば
、

七
夕
は
秋
の
季
題
で
す

。

戸
籍
の
窓
口

六
月

八
日
現

在

○

お
誕
生

お
め
で
と

う

中
村

陽
子
（
尚

己

）

矢

越

三

上
慎
太
郎
（

豊

）

大
佐
井

畑
中
か
え
で
（
勝

男

）

古
佐
井

佐
々
木
信
宏
（
寛

昭

）

古
佐
井

竹
内
真
紀
子
（
光

雄

）

牛

滝

飯
田

高
利
（
年

久

）

古
佐
井

石

戸

麻
美
（

守

）

中

道

三

川

真
弓
（
敏

美

）

大
佐
井

竹
内

晉
司

（
英

輝

）

牛

滝

田

中

幸
子
（
豊

衛

）

福

浦

竹
内

美
貴
（

孝

）

古
佐
井

若
山

寛
二

（

等

）

中

道

中

村

享
嗣

（
之

博

）

大
佐
井

大
石

和
歌
子
（

保

）

長

後

福
田

勇
輝
（
義

行

）

大
佐
井

木

部

文
子
（
清

美

）

古
佐
井

下

山

卓
美
（
昭

則

）

原

田

木
下

重
信
（
重

広

）

牛

滝

池
田

貴
子
（

進

）

原

田

Ｏ
ご

結
婚

お
め
で
と
う

吉
田

重
雄

東

京
都

（

竹
内

和
香
子

牛

滝

柴
田

節
郎

脇
野
沢
村

（

斉
藤
ま
さ
子

古

佐
井

竹
内

克
司

牛

滝

（

藤
枝

文
子

大
間
町

渡
辺

重
和

古

佐
井

（

駄
賃
場
律
子

む
つ
市

竹
内

修

古

佐
井

（

岡
本

玲

子

大
佐
井

若
山

進
吾

古

佐
井

（

田
名
邊

律
子

青
森
市

下
川

弘

共

和
町

（

田
中

陽
子

磯

谷

倉
谷

明
宏

大

佐
井

（

涜
端

昭
子

大

間
町

福
田

秋

雄

磯

谷

（

櫻
井

紀
代
子

東
京

都

米
沢

秋
男

原

田

（

奥
本

ふ
み
子

古
佐
井

七
五
三

達
也

津

久
見

市

（

竹
内

元
子

古
佐
井

紀
伊

美
佐
男

古
佐
井

（

鈴
木

愛
子

大
佐
井

川
畑

圭

二

矢

越

（

横
倉

祥
子

八
戸
市

若

山

典
夫

古
佐
井

（

菊
池

睦
子

む

つ
市

坂
井

文
明

牛

滝

（

辻

敏
子

大
佐
井

竹
村

一
郎

仙
北
町

（

菊
池

す
み

古
佐
井

小
島

邦
彦

古
佐
井

（

五
嶋

清
子

大
分
市

根
本

健

小
野
町

（

加
賀

房
子

古
佐
井

佐
々
木
勝
弥

大
間
町

（

坪
谷

里
美

川

目

田
中

哲
明

磯

谷

（

黄

淑
敏

中

国

吉
田

薀
二

古
佐
井

（

若
山
田
鶴
子

大
佐
井

坂
井

敏
弘

牛

滝

（

越
膳
ひ
さ
子

福

浦

吉
崎

清
照

む
つ
市

（

大
石
久
美
子

長

後

奥
本

実

大
佐
井

（

池
澤

純
子

浦
和
市

高
久

勝
美

川

目

（

吉
田

満
枝

楢
葉
町

竹
内

拓
己

牛

滝

（

竹
内

玲
子

牛

滝

阿
部

守
雅

一
関
市

（

石
澤

裕
子

牛

滝

山
垣
内
安
秀

熊
野
市

（

田
中
美
恵
子

長

後

水
下

薫

古
佐
井

（

戸
井
津
京
子

豊
浦
町

千
葉

茂
信

青
森
市

（

田
名
部
潔
子

古
佐
井

涜
谷

健
一

大
畑
町

（

水
戸

き
ぬ

野

平

加
藤

悟

原

田

（

市
橋
由
紀
子

新
穂
村

一

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中
村

ち
ん

（
武

義

）

古
佐
井

渡
辺

た
か
（
一

雄

）

原

田

横
浜

ナ
ッ
（
正

匸

大
佐
井

越
膳

昭
治

（
宗

助

）

福

心凵‥．

鈴
木

き
そ
（
悛

夫

）

川

‐］回

西
川

ッ

マ
（
良

コ

書
佐
井

萬

谷

朋
子
（
榮

匸

原

田

小
林

善
政
（
進
一
郎

）

古
佐
井

幸せは家族みんなの対話と協力から

第 三 日 曜 日 は

家 庭 の 日
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